
患者の皆様へ

は、研究対象者の方に研究の参加を拒否する権利が保障されております。（オプトアウト）

この研究に関するお問い合わせなどありましたら、下記の問い合わせ先までご連絡下さい。

まで

　対象期間 2000年1月1日から2021年12月31日

　個人情報の取り扱い

　問い合わせ先

放射線療法／化学放射線療法後に高度狭窄が残存する根治切除不可能な進行食道
癌に対する自己拡張型金属ステント留置の安全性に関する多機関共同観察研究

診療記録

患者さんを識別することができる対応表はそれぞれの病院で鍵のかかる保管庫に保
管し、ご参加いただく病院の外へ出ることはありません。インターネットを通じて調査内
容を神戸大学医学部附属病院が契約する電子データ収集システムElectronic Data
Capture内に記録・保管しますが、その中には個人を特定する情報は含まれません。

市立豊中病院　消化器内科
山本政司
TEL；06-6843-0101

年齢、性別、内服薬や、食道癌の状況、食道ステント留置前に放射線療法もしくは化学
放射線療法を行ったか否か、行った場合はその情報、食道ステント留置前後の食事摂
取状況、食道ステントの詳細、転帰などの情報を収集します。

　方法

　研究の名称

　研究対象
2000年1月1日から2021年12月31日までの間に食道癌に対して自己拡張型金属ステン
トを留置された患者さんが対象です

　対象材料

放射線照射後の食道ステント留置のリスクは十分に分かっておりません。今回、根治
切除不能進行食道癌により高度食道狭窄を来した患者に対して、食道ステントを留置
した際の重大な有害事象の発生割合を、放射線治療/化学放射線治療歴の有無別お
よびステント拡張力別に4群に分けて検討します。

　研究の目的意義

当院では、保有する既存試料・情報を用いて下記の研究を実施しております。このような研究の実施に当たって

記

　研究機関名

　研究実施許可日

　研究期間

　市立豊中病院

2023年4月13日

2024年4月30日


